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宏竹内大洗町長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
五
年
の
新
春
を
迎
え
¥
町
民
の
皆

様
万
に
と
っ
て
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
撲
場
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
ガ
ら
皆
様
方
に
は
、
町
政
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
あ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
づ
く
り
は
、
常
に
町
民
の
意
見
を
基
調
に
、
創

造
牲
と
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
を

基
本
姿
勢
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
だ
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
は
あ

り
ま
し
た
ガ
、
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
整
備

を
は
じ
め
各
種
の
施
策
を
展
開
し
順
調
な
行
政
運
営

ガ
出
来
だ
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ

と
え
に
、
議
会
と
町
民
の
皆
様
の
だ
ゆ
み
な
い
ご
協

力
の
賜
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

内
外
と
も
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
今
目
、

我
ガ
国
は
主
要
先
進
国
の
二
貝
と
し
て
の
国
際
的
役

割
の
増
大
、
園
内
的
に
は
、
高
齢
化
の
急
進
、
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
景
気
の
か
げ
り
等
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
ガ
、
本
町
、
ガ

別
世
紀
を
畏
望
し
て
、
町
民
と
行
政
ガ
一
体
と
な
っ

て
、
住
ん
で
よ
い
ま
ち
、
住
み
疋
く
な
る
ま
ち
を
つ

く
る
だ
め
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
町
民
生
活
に
直
結

し
だ
道
路
、

上
水
道
、
街
路
事
業
な
ど
都
市
基
盤
の

整
備
を
推
進
し
、
ま
芝
、
学
校
施
設
の
整
備
、
総
合

運
動
公
園
整
備
、
そ
し
て
、
斎
場
建
設
な
ど
教
育
や

社
会
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
町
民

一
人
ひ
と

り
が
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

本
年
も
益
々
増
大
し
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
町

民
の
行
財
政
需
要
に
耐
え
る
た
め
、
行
財
政
の
簡
素

合
理
化
と
健
全
化
に
努
め
、
町
民
の
福
祉
の
向
土
を

目
指
し
て
積
極
的
な
町
政
運
営
に
精
一
林
遭
進
い
だ

し
だ
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
勢
発
展
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
方

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
山
ガ
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
皆
様
万
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
山
か
ら
祈
念
い
だ
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
撲
協
と

い
だ
し
ま
す
。

一舎
年
は
酉
年
一

三
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五
年
は
酉
年
で
す
。

三

FU円
十
二
支
の
動
物
の
中

で
、
た
だ
一
つ
の
鳥
類
で
す
。
単

に
鳥
と
い
う
と
、
ニ
ワ
ト
リ
(
鶏
)

を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
よ
う

で
す
が
、
ニ
ワ
ト
リ
は
人
間
と
最

も
な
じ
み
深
い
鳥
と
い
え
ま
す
。

ニ
ワ
ト
リ
と
い
、
え
ば
卵
|
|
日

本
人
が
一
年
間
に
食
べ
る
卵
の
数

は
、
一
人
当
た
り
三
百
十
一
個
で

す
(
世
界
鶏
卵
協
議
会
・
一
九
九
一

年
発
表
)
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル

に
次
い
で
、
世
界
第
二
位
で
す
。

ニ
ワ
ト
リ
に
は
、
随
分
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

ニ
ワ
ト
リ
の
ル

l
ツ
は
、
イ
ン

ド
、
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
に
住
む
ヤ
ケ
イ
(
野
鶏
)
を
改
良

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
い
ま
で
は
世
界
中
の
ほ
と

ん
ど
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
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が
日
本
の

、
-
T
A
l
l
文
献
に
最

初
に
登
場
す
る
の
は

『古
事
記
』

で
す
。
恐
一
郎
一
対
械
が
苅
の
山
一
B
E
U
に

こ
も
っ
た
と
き
、
そ
の
岩
屋
か
ら

出
代
も
ら
う
た
め
に
、
能
世
の
部

鳴
鳥
を
鳴
か
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
に
は
、

お
正
月
の
歌
に
、
「
年
の
は
じ
め

の
た
め
し
と
て
・
-
-
-
-
-松
竹
立
て
て

門
ご
と
に
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま

ま
っ
た
け

す
o
n
何
で
お
正
月
に
松
茸
を
立
て

る
の
。
と
思
っ
た
子
ど
も
も
い
る

そ
う
で
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
門
松
と
い

う
と
家
の
門
に
松
左
竹
を
立
て
る

の
が
一
般
的
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
る
よ
う
で
す
が
、
東
京
な
ど
で

は
江
戸
時
代
か
ら
の
l
茎
元
り
で
、

松
と
竹
で
す
が
、
地
方
で
は
昔
か

ら
の
風
習
で
、
ツ
バ
キ
や
サ
カ
キ
、

杉
や
ナ
ラ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
木

を
使
う
よ
、
つ
で
す
。

飾
る
場
所
も
門
の
前
と
は
限
ら

ず
、
家
の
中
や
神
棚
に
飾
っ
た
り

ニ
ワ
ト
リ
が
太
陽
を
呼
び
出
す
い

ろ
い
ろ
な
神
話
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
も
そ
う
し
た
流
れ
を
く
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
。

ニ
ワ
ト
リ
に
は
、
卵
用
や
肉
用
、

卵
肉
兼
用
、
観
賞
用
な
ど
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
観
賞
用
の
む
が
お

ニ
ワ
ト
リ
の
中
で
は
、
特
に
長
尾

ど
り鶏
が
世
界
的
に
も
有
名
で
す
。
尾

が
十
二
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
も
の

も
い
ま
す
。
ま
た
、
鳴
き
声
の
よ

と
う
て
人
ニ
奇

い
東
天
紅
は
、
張
り
の
あ
る
声
で

二
十
秒
近
く
も
鳴
き
続
け
る
も
の

こ
え
よ
し
ど
り

も
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
声
良
鶏

や
唐
丸
な
ど
、
鳴
き
声
自
慢
が
い

ろ
い
ろ
い
ま
す
。

'
i
、
日
り
と
縁
の
深
い
ニ
ワ
ト

J
ノ
H
H
リ
で
す
が
、
最
近
は

そ
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
農
家
の
庭

先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、
文
字

通
り
の
「
ニ
ワ
ト
リ
」
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
企
業
の
養
鶏

が
中
心
と
な
り
、
ケ
ー
ジ
で
え
き

や
水
を
与
え
て
飼
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
「
ハ
コ
ト
リ
」
な
ど

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
酉
年
。
で
も
、
初
日
に

向
か
っ
て
時
を
告
げ
る
鳥
の
声
で

目
を
覚
ま
す
と
い
う
の
は
、
都
会

人
に
と
っ
て
は
無
理
な
よ
う
で
す
。

し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
神

様
の
宿
る
か
よ
り
し
ろ
。
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

き
て
、
そ
の
飾
り
を
外
す
日
で

す
が
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
。
松
の
内
。
を

一
月
三
日
ま
で
と
い

っ
た
り
、
七

日
ま
で
と
い

っ
た
り
ま
ち
ま
ち
だ

、

か
ら
で
す
。
な
か
に
は
、
十
四
日

ま
で
飾
っ
て
お
い
て
、
十
五
日
の

小
正
月
に
そ
れ
を
焼
い
て
、
。
ど
ん

と
さ
ま
H

と
い
う
行
事
を
す
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。

最
近
の
都
会
の
集
合
住
宅
で

は
、
松
飾
り
を
立
て
る
習
慣
も
少

な
く
な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

を
ド
ア
に
つ
け
た
ま
ま
、
お
正
月

を
迎
え
る
家
も
見
か
け
ま
す
。
で

も
、
昔
か
ら
の
伝
統
文
化
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
だ
け
は
、
忘
れ
た

く
な
い
も
の
で
す
。
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船
大
洗
青
年
会
議
所
(
桜
井
清
会
長
)

で
は
、
「
明
る
い
豊
か
な
社
会
」
実
現

を
理
想
と
し
、
大
洗
町
町
・
旭
村
・
水
一
戸

市
(
常
澄
地
底
)
の
青
年
で
結
成
。
ま

も
な
く
設
立
し
て
日
周
年
を
迎
え
よ
、
っ

と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
方
と

共
に
、
地
域
を
知
り
、
考
え
る
た
め

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
去

る
日
月
m
B
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
も
っ
と
、
す
ば
ら
し
い
街
へ
」
を

テ
!
?
に
、
一
芯
磯
浜
小
校
長
伊
藤
克
巳

らあお

氏
、
側
ヤ
マ
ガ
タ
勤
務
箪
一
一
円
道
男
氏
、

腐
食
商
課
長
千
葉
実
氏
を
パ
ネ
ラ

i
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
観
光
・
科
学
・

物
流
基
地
・
教
育
問
題
等
に
つ
い
て
釘

の
印
象
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
に

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
質
疑
応
答

で
は
、
出
席
者
と
活
発
な
意
見
が
交

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
が
現

わ
れ
た
地
域
フ
ォ

i
ラ
ム
と
な
り
ま

し
た
。

ー
(
撃
や
か
に

「l

隼
忘
れ
演
芸
大
会
を
聞
く

第
2
回
町
高
年
者
年
忘
れ
演
芸
大
会

が
、
去
る
ロ
月
日
目
、
町
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
ロ

i
タ
リ

l
ク
ラ
ブ

が
、
高
年
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
年
忘
れ
を
し
よ
う
と
企
画
。
昨
年
に

引
き
続
き
開
催
し
た
も
の
で
す
。

お平成5年 1月5日

出
演
者
の
皆
さ
ん
は
、
歌
や
踊
り
、

大
正
琴
の
演
奏
、
本
場
磯
節
合
同
唱
な
ど
、

次
か
ら
次
へ
と
芸
達
者
な
と
こ
ろ
を
見

せ
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
声
援
と
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
出
演
の
ひ
じ
り
保
育
園
、

恵
泉
保
骨
量
の
か
わ
い
い
園
児
達
が
、

歌
と
遊
戯
、
ベ
ル
の
合
奏
を
披
露
し
、

華
を
添
、
え
ま
し
た
。

年
忘
れ
演
芸
大
会
は
、
会
場
と
舞
台

が
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、
時
間

の
た
つ
の
を
忘
れ
た
、
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

O
入

賞
系
情歌歌A口

↓
由
悶

高
間

り

ど
き
わ
会

金

睦

会

神
山
寿
会

祝

券

会

大

蔵

会

み
ど
り
会

り E畠

水
戸
税
務
署
で
は
、
毎
年
租
税
教
育

の
一
環
と
し
て
、
中
学
生
に
「
税
に
関

す
る
標
語
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
弼
ム
中
学
校
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
作
品
が
出
展
、
水
戸
地
一
弘
管
内
の
各

中
学
校
よ
り
総
数
4
、
5
7
9
点
が
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
本
町
よ
り
次
の
作
品

が
入
賞
さ
れ
、
去
る
日
月
M
B伝
達
式

が
各
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

電器勺ト

盟兜む楽u侶
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高
年
者
ク
ラ
ブ
永
寿
会
(
篠
原
耕
造

会
長
)
で
は
、
地
元
の
ひ
じ
り
保
育
題

児
と
ふ
れ
あ
い
ゲ

l
ト
ボ

i
ル
を
、
去

る
日
月
日
日
間
間
で
行
い
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
、
会
員
が
集
ま
り
、

2

歳
か
ら
6
歳
ま
で
の
園
児
に
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
持
ち
方
を
教
え
、
手
に
手
を
取
っ

て
一
緒
に
ボ

l
ル
を
打
ち
、
楽
し
い
一

刻
を
過
ご
し
ま
し
た
。
園
児
遼
は
、
初

め
て
の
体
験
に
「
た
の
し
い
」
「
よ
か
っ

た
」
と
日
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
関
児
の
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
見
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

O
水
戸
税
務
署
長
賞

税
金
で
築
こ
う
守
ろ
う

み
ん
な
の
社
会

O
水
戸
税
務
署
長
賞

正
し
い
申
告
豊
か
な
郷
土

O
大
洗
町
長
賞

臨
書
館
病
院

み
ん
な
の
税
金

一中・ 3年

田山篤
南中・ 31手

{中山淳子

美
術
館

み
ん
な
の
た
め
に

一中・ 3年

田中佐智子

終
了
後
、
み
ん
な
で
お
向
性
一
を
食
べ
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
高
年
者
と
強
児
の
交
流
活

動
に
よ
り
、
地
域
の
輪
が
広
ま
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

。
室主
i主室
主手育
せ長

?賞
ルフ

し

手元
金
て、

南中・ 11手

綿引弥生
に
一
金

納めた税金は
どのように梗われてのるの?
健康や生活を守るために

社会保障関係費

住宅や道路な Eの整備のために
公共事業関係費

教育や科学技術の振興のために

文教および科学技術振興費

地方行財のた

地方受付税実
め

付

民

氏

氏

φ固定資産評価審査委員

戸塚光雄氏
。教育委員

若井藤吉豊容

器 JII敏夫
φ人権擁護委員

田口蔑

選任される

去
る
ロ
月
4
8
、
第
3
田
大
洗
町
議

会
定
例
会
が
開
か
れ
、
大
洗
町
回
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
一
戸
塚
光

雄
さ
ん
(
大
賞
町
3
4
9
番
地
の
2
)

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洗
町
教
育
委
員
に
、
石
井

藤
吉
郎
さ
ん
(
磯
浜
町
6
8
8
1
番
地
)

が
再
任
、
石
川
敏
夫
さ
ん
(
水
戸
市
本

町
3

口
i
1
7
)

が
選
任
同
意
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
、
人
権
擁
護
委
員
に
、
田
口

茂
さ
ん
(
神
山
町
9
2
1
番
地
)
が
、

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

来A平
年l語覧
車bll~間
続l年
優l慶
良
従
業
員
を
表
彰

町
商
工
会
(
小
松
崎
字
会
長
)
で
は
、

去
る
日
月
刊
品
目
商
工
会
会
議
室
で
平
成

4
年
度
永
年
勤
続
優
良
事
業
員
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各
職
場
で
永
年
勤
務
し
て

い
る
優
良
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す

る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
、
勤
続
3
年
か
ら
話
年
ま
で
の

同
名
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
皆
さ
ん
の
カ
が
地
域
経
済

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
後
と
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益

々
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

O
県
務
ヱ
労
働
部
長
賞
(
勤
時
年
l

鞘
)

高
橋
道
子
マ
ル
ハ
チ
飯
問
屋

O
水
一
月
公
共
職
業
安
定
所
長
賞
(
勤
時
年
時
)

水
越
よ
て
恵
泉
保
育
関

橋
本
み
つ
江
網
助
虎
商
庖

今
木
文
子
マ
ル
ハ
チ
飯
問
屋

小
沼
み
ど
り
糊
イ
」
坂
本
高
底

O
大
洗
町
長
賞
(
勤
続
年
数
出
年
)

近
藤
和
美
塙
ガ
ラ
ス
鮒

佐
藤
美
代
子
あ
ぐ
里
旅
舘

小
沼
と
よ
鞠
谷
藤
水
産

O
大
洗
町
長
賞
(
勤
続
年
数
却
年
)

高
崎
泰
祐
鮒
券
多
庵

寺
門
と
き
子
山
側
十
一
芳
多
庵

溶

合

茂

杉

浦

ガ

ラ

ス

厨

宮

永

貞

男

糊

関

忠

大
津
陽
予
備
水
戸
屋

加
藤
ま
さ
予
備
水
一
戸
屋

※
勤
続
日
年
(
大
洗
町
商
工
会
長
賞
)
以

下
の
受
賞
者
の
方
々
は
紙
面
の
都
合
上

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

己
中
一
理
付
串
告
説
明
会
実
鱒
の
お
知
ら
せ

〔
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
〕

平
成
4
年
中
に
伎
宅
ロ

i
ン
等
を

利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た

り
、
増
改
築
等
を
さ
れ
た
方
で
、
一

定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
住

宅
取
得
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

住
宅
取
得
特
別
控
徐
を
受
け
る
に

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
給
与
所
得
の
み
で
源
泉

徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
説

明
会
と
確
定
出
申
告
書
の
受
付
を
し
ま

す
の
で
、
当
日
申
告
を
済
ま
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
臼

持

2
月

1
a側

午
前
日
時
よ
り

O
場
所
町
中
央
公
民
館

視
聴
覚
室

。
持
参
し
て
い
た
だ
く
物

ω
平
成
4
年
度
分
給
与
所
得
源

泉
徴
収
票

ω
住
民
票
の
写
し

ω
家
屋
の
足
早
記
簿
謄
本
又
は

抄
本

州
請
負
契
約
書
(
又
は
、
売
買
契

約
書
)
の
写
し

間
金
融
機
関
等
か
ら
交
付
を
受

け
た
「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る

借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
」

附
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し

(
増
改
築
等
の
場
合
)

的

印

鑑

削
預
金
通
帳
(
本
人
名
義
)

削
筆
記
具
、
計
算
用
呉

〔
医
療
費
捜
除
〕

本
人
及
び
本
人
と
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
係
る

医
療
費
の
支
払
い
が
あ
る
と
き
は
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
の
で
、
給
与
所

得
の
み
で
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
説
明
会
と
確
定
取
告
書

の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
当
日
申
告
を

済
ま
さ
れ
る
よ
、
つ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0
日

時

2
R
1
日
間

午
後
2
持
よ
り

O
場
所
町
中
央
公
民
館

視
職
制
覚
室

O
持
参
し
て
い
た
だ
く
物

ω
平
成
4
年
度
分
給
与
所
得
減

泉
徴
収
禁

ω
平
成
4
年
中
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書

ω
保
険
等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ

た
(
さ
れ
る
)
額
が
わ
か
る
書

類
等
ω
印

鑑

附
預
金
通
帳
(
本
人
名
義
)

附
筆
記
ι

計
算
用
呉

白
巴
せ
税
理
士
院
ご
注
意

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
な
ど
を
税
現
士
に

依
頼
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う

か
を
税
理
士
証
面
一
不
等
で
よ
く
縫
か
め

て
く
だ
さ
い
。

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
養
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、

税
理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に

は
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理

士
に
依
頼
す
る
人
が
多
い
こ
と
に
便

乗
し
て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が

申
告
書
の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
L

は、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依

頼
し
た
方
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
ご
注
意
く
だ

去」い。
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子
で
取
組
み
ま
し
た
。

む
ず
か
し
い
所
は
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
常
陸
凧
の
会
員
の
方
の
手
助

け
を
受
け
て
、
見
事
な
江
戸
角
胤
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

子
供
達
は
、
出
来
上
が
っ
た
凧
を
前

に
「
阜
く
上
げ
て
み
た
い
」
と
、
思
わ

ず
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

新
春
の
凧
上
げ
大
会
に
は
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
で
作
っ
た
凧
が
、
大
空
高
く

舞
い
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お

関
駅
水
盤
製
品
轟
評
会
空
間
関
一
静
髄

県
で
は
、
水
産
加
工
技
術
の
向
上
、

品
質
向
上
を
図
る
た
め
毎
年
、
県
内
で

作
ら
れ
て
い
る
水
産
加
工
品
の
品
評
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
去
る
9
月
初
日
水
戸
市
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
沿
海
加
工
品
問
品

目
(
大
洗
町
よ
り
川
町
品
目
出
展
)
・
内

水
加
工
品
揃
品
目
が
参
加
、
厳
し
い
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
よ
り
出
田
尽
き
れ
た
加
工
品
は
高

お(3)第253号

い
評
価
を
受
け
水
産
庁
長
官
賞
を
始
め

と
す
る
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

各
賞
は
次
の
通
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

水
産
庁
長
官
賞
(
シ
シ
ャ
モ
)

制

丸

正

商

庖

大

川

院

市

県
知
事
賞
(
サ
パ
味
噌
漬
け
)

樹

森

寅

小

松

崎

新

太

郎

大
日
本
水
産
会
長
賞
(
シ
ラ
ス
)

浜

野

屋

商

居

間

口

庄

県
農
林
水
産
部
長
賞
(
金
目
粕
漬
け
)

山
側
谷
藤
水
産
沼
山
慶
一
郎

県
農
林
水
産
部
長
賞
(
シ
シ
ャ
モ
)

ヤ

マ

イ

シ

水

産

関

根

源

県
農
林
水
産
部
長
賞
(
ツ
ボ
鯛
み
り
ん
)

械

平

磯

屋

薄

井

英

雄

県
漁
連
会
長
賞
(
さ
ん
ま
か
ば
焼
き
)

宮

本

水

産

宮

本

庄

作

沼
町
水
産
加
工
連
会
長
賞
(
シ
ズ
開
き
)

高

銀

蕗

厨

高

崎

賢

県
水
産
加
工
連
会
長
賞
(
味
付
蛸
)

鮒

山

本

高

鹿

山

本

健

二

県
水
産
物
開
発
普
及
協
会
賞
(
キ
ス
開
き
)

同
マ
ル
ハ
マ
水
産
海
野
繁
夫

秋
季
補
隣
調
練
実
施

町
消
防
団
(
谷
間
部
士
口
蔵
団
長
)
で

は
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
万
一
の
山
林
火
災
に
対
応
で
き
る
、

機
械
操
作
、
ホ
ー
ス
延
長
、
各
分
間
と

の
相
互
連
絡
等
の
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
午
前
9
時
全
分
団
員
が
大
賞
池
脇

空
地
に
集
ム
弓
谷
田
部
団
長
よ
り
「
訓

練
開
始
」
の
指
令
で
、
各
分
団
が
す
み

や
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
配
置
。

大
賞
池
よ
り
取
水
、
各
分
団
が
協
力
し

て
ホ

l
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
約
加
m

離
れ
た
大
洗
高
校
裏
山
ま
で
送
水
・
放

水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

団
員
は
、
本
番
き
な
が
ら
に
、
真
剣

に
訓
練
に
取
組
み
、
消
防
技
術
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
枯
草
火
災
の
多
発
期
で
す
。
た
ば

こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
、
火
の
取
扱
い
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

茨
城
県
内
で
、
地
域
活
動
に
貢
献
し

て
い
る
間
体
等
に
贈
ら
れ
る
平
成
4
年

ば
ら
賞
に
、
船
渡
青
年
会
(
久
野
健
五
口

つ
み
=
一
浜
地
区
在
力
走

「
i

三

誤

駅

伝

ロ
月
の
声
と
と
も
に
今
年
も
、
恒
例

の
三
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
、
去
る
ロ
月

6
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
、

U
回
を
数
え
る
こ
の
歴
史

あ
る
大
会
に
、
中
学
男
子
ザ
ナ
l
ム
(
川

畑
)
・
高
校
男
子
日
チ
ー
ム
(
山
岡
)
・

高
校
女
子
ロ
チ
i
ム
(
山
岡
)
・
一
般

男
子
守
ナ
i
ム
(
山
岡
)
・
一
般
女
子

8
チ

i
ム
(
山
岡
)
が
参
加
、
那
珂
湊

会
長
)
が
選
ば
れ
、
去
る
ロ
月
9
日
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
常
洋
(
大
宮
町
)

で
ほ
、
つ
賞
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

船
渡
青
年
会
は
、
昭
和
的
年
地
域
の

青
年
が
相
互
親
睦
を
図
り
、
郷
土
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
。

以
来
、
住
み
よ
い
き
れ
い
な
釘
づ
く
り

を
目
標
に
環
境
保
全
に
取
組
み
、
老
人

会
や
子
供
会
の
協
力
を
受
け
、
あ
き
缶

回
収
や
道
路
の
清
掃
奉
仕
活
動
を
初
め
、

盆
踊
り
大
会
な
ど
を
開
催
、
地
域
住
民

と
の
連
帯
を
深
め
る
な
ど
、
活
発
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

今
回
こ
う
し
た
お
こ
な
い
が
認
め
ら

れ
、
ば
ら
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

競

走

大

会

市
、
水
戸
市
常
澄
地
区
、
大
洗
町
の
三

浜
を
タ
ス
キ
を
継
ぎ
、
力
走
し
ま
し
た
。

本
町
よ
り
参
加
し
た
、
大
洗
一
中
、

大
洗
南
中
チ
i
ム
は
、
沿
道
の
あ
た
た

か
い
声
援
を
受
け
健
闘
、
好
成
績
を
上

げ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
膝

史
あ
る
大
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
c

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ソワ、合

ェスチィパ)1.1

還を

町
子
供
会
育
成
連
合
(
鈴
木
久
雄
会

長
)
で
は
、
新
春
に
行
わ
れ
る
恒
例
の

凧
上
げ
大
会
に
参
加
す
る
た
め
の
凧
づ

く
り
を
、
去
る
孔
月
却
日
大
賞
小
体
育

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
日
時
会
場
に
は
、
的
名
の
親
子

が
集
会
、
常
陸
爪
の
会
鉾
悶
支
部
長
の

石
山
さ
ん
が
「
絶
対
に
上
が
る
凧
を
作

り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
早
速
、
石
山

会
長
の
指
導
に
よ
り
、
み
ん
な
で
一
つ

の
工
程
ず
つ
順
序
よ
く
凧
づ
く
り
に
親

く開

P 
去
る
日
月
泊
目
、
町
総
合
運
動
公
園

体
育
館
で
、

7
1チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
ロ

団
体
が
、

1
年
間
の
練
習
の
成
果
を
、

時
間
・
規
定
と
い
っ
た
枠
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
参
加
団
体
の
手
作
り
で
演
奏
や
演

技
を
発
表
、
お
互
い
を
鑑
賞
す
る
沼
的

で
今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

本
町
か
ら
は
、
磯
浜
小
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
と
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
が
出
場
、
会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の

皆
さ
ん
に
、
華
麗
な
る
マ

i
チ
ン
グ
ド

リ
ル
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
市
で
行
わ
れ
た
、
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

関
東
大
会
で
関
東
地
区
代
表
に
選
ば
れ

た
水
戸
市
石
川
小
マ

l
チ
ン
グ
バ
ン
ド

と
岩
瀬
西
中
も
参
加
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
両
校
の
全
国

大
会
で
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通

し
、
参
加
し
た
団
体
が
さ
ら
に
練
習
に

励
み
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
の
向
上
に
継
が
る
こ
と
で

し
ょ
、
つ
。

叙
勲
記
傘
親
賞
金
持
わ
れ
る

去
る
ロ
円
九
9
日
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
で
、
平
成
4
年
秋
の
叙
勲
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
、
清
水
多
喜
さ
ん
(
勲
五

等
瑞
宝
章
)
深
作
伊
佐
男
さ
ん
(
勲
六

等
単
光
旭
日
章
)
平
成
3
年
秋
の
叙
勲

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
、
加
部
東
一
男
さ

ん
(
勲
六
等
瑞
宝
章
)
の
叙
勲
記
念
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
大
勢
の
方
が
お
祝
い
に

か
け
つ
け
、
発
起
人
の
竹
内
町
長
が

「
皆
さ
ん
の
ご
努
力
が
、
今
日
の
大
洗

町
を
築
い
た
も
の
で
、
そ
の
功
績
を
国

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
」
と
挨
拶
、

続
い
て
、
小
松
崎
七
之
介
議
会
議
長
、

谷
田
部
士
口
蔵
消
防
団
長
か
ら
、
お
祝
い

の
一
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
清
水
多
喜
さ

ん
は
、
「
今
回
の
受
賞
は
、
皆
さ
ま
方

の
お
か
げ
で
す
」
と
謙
虚
に
お
礼
の
一
一
言

葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
囲
ん
で
の
祝
賀
会
は
、
和

や
か
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
お

』
』
』
E

ら程塾

後

藤

亀

泉

選

枯
草
の
ら
く
に
は
引
け
ぬ
強
さ
あ
り

夏
海
大
賞
、
千
代
子

〔
評
〕
冬
本
番
の
寒
気
に
木
も
草
も

枯
れ
果
て
て
い
る
。
落
葉
を
掃
き
枯

箪
を
抜
こ
う
と
す
る
が
、
し
っ
か
り

根
を
張
っ
て
い
て
そ
う
そ
う
楽
に
引

き
抜
け
な
い
。
枯
れ
た
り
と
は
一
言
え
、

悔
り
難
い
雑
草
の
根
強
き
に
脱
崎
。

波
音
の
よ
く
ひ
び
く
夜
や
冬
は
じ
め

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
初
冬
の
夜
更
け
、
海
か
ら
響

い
て
く
る
波
音
に
耳
を
澄
ま
せ
て
い

る
。
今
宵
は
殊
に
よ
く
聞
こ
え
る
ナ
と

思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
る
。
波
立
回
を

冬
の
足
立
固
と
開
き
と
め
て
い
る
の
だ
。

紅
葉
中
い
よ
い
よ
滝
の
白
さ
か
な

東
光
ム
口
大
川
た
か

(
評
〕
滝
が
一
条
、
山
の
樹
々
の
間

を
縫
っ
て
落
ち
て
い
る
。
樹
々
の
紅

葉
が
あ
か
く
燃
え
れ
ば
燃
、
え
る
程
、

滝
の
白
き
が
い
よ
い
よ
際
立
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

冬
の
浜
缶
蹴
っ
て
ゐ
る
子
の
孤
独

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
浜
辺
の
冬
景
色
の
中
、
独
り

黙
々
と
内
定
缶
蹴
り
を
し
て
い
る
子
供

が
居
る
。
浪
立
回
と
缶
蹴
り
の
音
と
が

入
り
混
っ
て
冬
空
に
街
し
、
冬
ざ
れ

た
浜
辺
を
一
一
層
寂
し
く
さ
せ
て
い
る

の
で
あ
る
。

あ
の
家
も
ま
た
こ
の
庭
も
柿
熟
る
る

蔵

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
と
も
す
れ
ば
冬
の
気
配
も
漂

う
娩
秋
の
風
景
の
中
に
、
と
り
分
け

て
目
立
つ
の
は
鈴
な
り
の
柿
の
木
の

明
る
き
で
あ
る
。
澄
み
切
っ
た
青
空

に
紅
玉
の
振
り
鈴
を
押
し
立
て
た
よ

う
な
柿
の
木
が
、
こ
の
庭
に
も
、
あ

の
家
に
も
殺
っ
て
い
る
の
だ
。

竹
林
を
吹
き
抜
く
風
も
す
で
に
冬

髭

釜

清

水

拡

一

期

び
と
む
τ
り

〔
評
〕
野
を
吹
く
風
が
一
叢
の
竹
林

に
突
き
当
り
、
梢
を
騒
が
せ
な
が
ら

幹
の
間
合
を
一
直
線
に
吹
き
抜
け
て

い
る
。
こ
の
少
し
騒
々
し
く
て
寒
々

し
い
風
は
、
も
は
や
冬
の
風
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

れ
と
ろ

毛
糸
編
む
手
元
衰
へ
し
と
思
ふ

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
妻
の
毛
糸
編
み
を
見
て
い
る
。

昔
は
も
っ
と
繁
速
く
動
い
た
指
先
で

あ
っ
た
が
、
と
思
い
眺
め
て
い
る
の

だ
毛
糸
玉
か
ら
挟
り
出
す
糸
の
よ

う
に
き
り
も
な
く
遜
る
回
想
。

い

歩

合

ザ

』

一

Y
一ったハ晶ぎ』

神
在
す
岬
一
}
の
ご
ろ
御
講
凪

明
神
町
小
松
崎
十
台

池
の
面
に
湯
気
立
ち
上
る
冬
の
朝

角

一

前

原

青

嵐

寒
ざ
く
ら
車
道
に
ビ
ル
の
影
長
し

髭

釜

川

上

弘

山
石
風
呂
に
女
の
笑
ひ
箪
紅
葉

髭

釜

稲

回

富

穂

著
ぶ
く
れ
て
夫
婦
の
歩
み
合
っ
て
を
り

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

人
を
恋
ふ
木
の
葉
し
ぐ
れ
の
中
に
ゐ
て

磯

浜

浅

見

道

子

冴
え
渡
る
夜
間
エ
の
塁
の
縄
か
に

新

町

岸

和

田

和

子

大
紅
葉
い
つ
も
温
泉
煙
ま
と
ひ
を
り

明
神
町
自
国
い
ち
ろ
う

ベ
ラ
ン
ダ
の
潮
風
に
千
す
大
根
か
な

明
神
町
小
松
崎
美
代

突
堤
の
嵐
に
釣
師
の
著
ぶ
く
れ
て

蔵

前

荒

川

恵

久

子

月
か
な
し
二
歳
で
逝
き
し
児
の
通
夜

新

町

山

口

清

二

庭
の
柚
子
椀
ぎ
て
浮
か
べ
し
湯
に
浸
る

祝

町

今

川

田

成

爆
爆
と
夜
寒
に
灯
す
受
験
生

祝

町

今

川

う

め

大
刈
田
一
望
に
し
て
師
の
墳
墓

永

町

桜

井

政

士

口

新
年
お
め
で
と
っ
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
も
御
愛
読
下
さ
い
ま
し
て
有

が
と
っ
存
じ
ま
す
。
尚
、
御
投
句
を

た
め
ら
っ
て
居
ら
れ
る
方
も
御
遠
慮

な
く
役
場
町
長
公
室
ま
で
ど
し
ど
し

佳
勾
を
お
寄
せ
下
さ
る
棒
御
願
い
申

し

上

げ

ま

す

。

(

亀

泉

)
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民
生
委
員

決
ま
る

子供たもの善意で

t'¥ らあ

ら
し
し
い

おお平成5年 lfl5日

寛繁

深
め
た
い
」
と
挨
拶
、
入
所
者
の
代
表

が
「
大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
車
イ

ス
の
生
活
を
し
て
い
る
私
達
は
、
車
イ

ス
の
大
切
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
の
一
言
葉

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

児
童
達
は
っ
喜
ん
で
も
ら
っ
て
、
う

れ
し
か
っ
た
」
と
善
意
の
う
れ
し
さ
を

表
し
て
い
ま
し
た
。

一一
で

米清高力日戸小鴨唐水笹佐明)11黒関大遠ノj、高石すモ
部松 松。ニ

川l宮榔東塚崎川笠谷白藤石又 i撃根山藤崎橋井(タ
苛文 | 
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忠伸子江篤子実子樹明子治え子夫子則苗郎)さ

ん
は

与大
σ〉
方
々

明
神
町
1
区

明
神
町
2
区

東
光
台
2
区

2
丁
目
2
区

仲
町
2
区

金
沢
町
1
区

通
町
1
区

新

町

2

1
区

新
町
5

1

区

祝
町
1
旺

永
町
6
区

髭
釜
町
4
草

寺
釜
9
区

船
渡
2

1

区

上
宿
2
口
氏

よ
宿
2
区

南
清
水
3
区

角
一

1
区

古
宿
古
宿

E
自
導
犬
に
対
す
る
理
解
}

日
の
不
出
出
自
窓
人
の
よ
き
。
八

i
ト
ナ
ー

盲
導
犬
は
、
自
の
不
自
由
な
人
の

H

第
ニ
の
目
4

と
し
て
の
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
じ
か
し
、
一
盲

導
犬
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
な

い
こ
と
か
ら
、
宿
泊
施
設
や
欽
食
庖

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

自
の
不
自
由
な
人
の
社
会
参
加
を
妨

げ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
盲
導

犬
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
い
も
の

で
す
。日
本
で
は
現
在
、
約
制
頭
の
盲
導

犬
が
自
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

盲
導
犬
に
は
、
ど
の
犬
で
も
な
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
首
導
犬

に
な
る
に
は
、
犬
の
性
質
や
適
性
な

ど
を
十
分
に
配
慮
し
、
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
畜
導
犬
と
し
て
の
訓
練
を
受

議署員!癌聾 翼の組ブ子麟 (敬称酷)

氏 名 f主 戸斤 電話 f旦 さき IR 

小神野治子 磯浜1IIJ6881-12 (67) 4084 明神町 1，2， 3の上， 3の下

長 j畢喜美子 磯浜田T50 (67) 2521 明神田T4， 5， 6 

高橋富子 磯浜町123 (67) 3916 明神釘7，8の1，8の2，8の3

関担歌子 磯浜町481 (67) 2040 明神町9，10，来光台 1

海野 繰 磯浜町6943…21 (67) 5268 来光台 2，東光台 3，新町6， 10 

オ 出 一郎 磯浜町448 (67) 2451 一了目全域，iタ見ヶ丘

関根昭 男 磯浜町504 (66) 2141 二丁目全域

海野繁夫 磯浜町607 (67) 4068 {中町全域

大 山せつ 磯浜町624 (67) 2069 金沢町全域

山 戸 美枝 磯浜町668 (66) 2480 通町全域，新町10)1，7の1，7の2，70)3， 11， 12 

鴨志田 と よ 磯浜町743-2 (67) 2360 新町1の2，2の1，5， 5の3，9の1，9の2

坂本 匡 美 磯浜町768 (67) 6097 新町2の2，3の1，3の2，4， 5の1，5の2，8 

小野崎総一 磯浜町7849 (67) 4547 祝町1，7， 8，松ケ丘1，2 

鰹 j期前豊子 磯浜町8226-20 (67) 3921 祝百T2の1，2の2，3，4，5，6

f笥 崎誠寿 磯浜町875 (67) 3682 永町 1，2， 7， 8 

土子成江 磯浜町938 (67) 2670 永匝J3，4，5，6

)11 崎紀子 磯浜町2415 (67) 2531 永町9，10，11

雨津久夫 磯浜町2579-28 (67) 2463 永町12，13 

岡 回 信次 磯浜町1659 (67) 2643 永釘14，髭釜町10の2，10の3，12， 13 

鴨 )11 幸 江 磯浜田T2267-12 (67) 4513 永国Tl5の1， 15の2，17 

大)11保子 磯浜町2757 (67) 4649 水面Jl6の1，16の2，16の3，1ili.UB1， 2， 3 

)11 上美智子 磯浜町1014 (66) 2328 髭3長町 1，2， 3， 4 

中 )11 三江 磯浜町1120 (67) 2635 髭釜町11の1，11の2

大貫節也 磯浜町1098 (67) 2738 髭釜田J8， 9， 10のl

)11 崎京子 磯浜町1092 (67) 3000 髭釜町5，6， 7 

米 )11 和子 大貫町64-97 (67) 2006 ミ手袋 1，6， 7， 8 

小野瀬 E安 大賞町64 (67) 2355 ミ子釜 2，3， 4， 5， 9， 10， 11， 12 

野 口 恭子 大賞町69 (67) 4337 歳前全域，舟i度全域

国 山 晃 大貫町351 (67) 3259 上宿全域，中宿全域

広木チ イ 大賞町298 (67) 3541 北清水全域，南清水全域，東北大，原研独身寮，富士見台

小野瀬光正 大賞釘258 (67) 3292 角一全域，前原住宅，原研住宅，動燃独身寮

鬼沢昭毅 神山町2138 (67) 3805 神山， )11口

j青宮 d申じa、 神山町880 (67) 2208 荒谷， j兵欠，古宿，上宿

亀山新蔵 成田町123 (67) 2280 中宿，下宿，矢場

出 ロ 太次夫 成問匝Jl893 (67) 4766 報国，干拓，第 1，中部

今泉 成田匝T2512 (67) 4373 成田，共励，第 2，大谷川

町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
日
常
生
活

の
中
で
、
気
が
つ
い
た
こ
と
や
、
よ
り

よ
い
町
、
つ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
、

町
の
施
策
に
対
し
て
、
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
く
た
め
、
町
が
委
嘱
し
て
い
る

も
の
で
す
。

加
名
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
全

体
会
議
を
中
心
に
活
躍
し
て
お
り
、
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

は
、
汚
し
た
り
破
れ
た
り
紛
失
し
た
り

し
な
い
よ
、
つ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
0

0
年
金
証
書
の
湾
発
行
は

O

年
金
証
書
を
き
損
し
た
り
紛
失
し

た
と
き
に
は
、
出
叩
議
に
よ
り
再
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

と
き
は
、
水
一
円
南
社
会
保
険
事
務
所

に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
「
年
金
証

書
再
交
付
申
請
書
(
ハ
カ
キ
)
」
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
証
書
は
大
切
巴
し
ま
し
ょ
う

大
関
に
し
て
ま
す
か
年
金
誕
書

この日は、昭和24年に法隆寺金主主が炎上

し、罰宝の壁画が焼損した尽に当たりま

す。毎年この日を中心に、全国各地で文

化財の防火演習などが行われ、

防火体制の整備・強化が凶ら

れています。

文化財周辺の方はもちろん、

わたしたちも日ごろから火の元

には十分注意しなければなりま

せん。また、文化財を観光で

訪れる場合も、禁煙など、のルー

ルを守り、歴史的遺産の保護に協力しま

しょう。文化財を後世に残していくことは、

わたしたちみんなの務めなのですから。

昨年の6月1日、法隆寺の五重塔がホあ

わやかという危機にさらされた事件を覚

えていますか。

この放火未遂事件は、心な

い一人の人聞の気まぐれから

起こったものでした。幸いに

して、建造物や寺の中の仏像

などに直接の被害はありませ

んでしたが、会理各地の盟宝-

E重要文化財を抱える寺社に、

「どうすれば文化財を放火や

いたずらなどの犯罪から守っていけるか」

という問題を改めて投げかけました。

1月26日は「文化財防火デー」です。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
か
ら

年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
、
年

金
証
書
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。

年
金
証
書
は
、
受
給
権
者
の
受
給

の
あ
か
し
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。
年
金
証
書
に
は
、
記
号
番
号
・

年
金
額
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所

な
ど
多
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
年
金

の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
や
住
所
変

更
届
・
死
亡
届
な
ど
の
年
金
受
給
者

の
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
を
行
う
と
き

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な

さ
ん
が
、
ご
自
身
の
年
金
の
こ
と
で

問
い
合
わ
せ
を
す
る
と
き
に
も
、
年

金
証
書
が
な
い
と
く
わ
し
い
相
談
に

応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
年
金
証
書
は
、
健
康

保
険
証
や
預
金
通
帳
と
同
じ
よ
、
つ
に

大
切
な
も
の
で
す
。
保
管
す
る
と
き

問つ
1 Fヨ26日i諒「文佑期開火ヂーJ
錨期瞳饗みん護軍で事全

磯
浜
小
児
童
会
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ

i
ム
ひ
ぬ
ま
苑
に
、
車
イ
ス
を
寄

付
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
校
の
児
童
が
3
年
間
ア

ル
ミ
缶
を
回
収
、
そ
の
益
金
で
寧
イ
ス

を
瞳
納
入
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
引
き
渡
し
が
、
去
る
日
月
初
日

特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
ひ
ぬ
ま
苑
を
、

磯
浜
小
学
校
児
童
会
代
表
6
名
が
訪

れ
、
「
率
イ
ス
を
ひ
ぬ
ま
苑
の
皆
さ
ん
に

使
っ
て
い
た
だ
き
、
品
目
さ
ん
と
交
流
を

平
成
4
年
ロ
月
1
日
付
で
、
新
ら
し

く
民
生
委
員
児
童
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。初
名
の
委
員
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
の
地
域
を
持
ち
、
福
祉
の
向
上
に

活
躍
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
任
期
満
了
に
よ
り
、

8
名
の
方
が
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
皆

様
に
は
、
長
い
間
、
本
町
の
福
祉
向
上

に
ご
努
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
勇
退
者
(
敬
称
略
)

柴

田

保

子

前

島

友

三

和

田

長

一

郎

川

崎

久

慈

伊

沢

弘

広

木

雄

大

賞

彦

栗

田

功

ζ二〉



地
域
の
歴
史
、
文
化
や
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
な
ど
地
域
資
源
の
再
発
見
を
白

的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
、
去
る
日
月
刊
日
と
ロ
月
日
日
の
両

日
に
、
自
分
た
ち
の
街
を
知
ろ
う
と
祝

町
地
区
と
明
神
町
宮
下
旅
館
街
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
、
大
洗
北
部
地
域
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
大
洗
北
部
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
懇
話
会
の
会
異
的
名
が
参
加
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
。

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
員
の

皆
さ
ん
は
、
願
入
寺
・
海
門
橋
間
周
辺
や

大
洗
神
社
周
辺
の
自
分
た
ち
の
住
む
身

近
な
地
域
を
歩
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
持
っ
す
ば
ら
し
き
ゃ
課
題
を
再
認
識

を
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
そ
の
地
域
の

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
町
へ

提
案
す
る
予
定
で
す
。

住
ん
で
良
い
街
、
住
み
た
く
な
る
街

づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
活
践
を
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

溝
播
活
動
に
尊
い
汗

論
理
繍
究
部
関
大
洗
文
一
時

平成5年 lf:15日

露
協
同
W
ゐ
恋
@
褒
包
毘
畠

交
通
安
全
の
話
し
合
い
は
、
家
族
り
、
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
た
り
し
て
い

が
そ
ろ
っ
た
夕
食
ど
き
や
、
み
ん
な
な
い
か
。

で
出
か
け
た
と
き
な
ど
、
い
つ
で
も
、
@
夜
の
外
出
は
、
白
っ
ぽ
い
服
装
や

ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
で
き
ま
み
九
反
射
材
を
着
用
し
て
い
る
か
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
交
通
事
故
の
ニ
ュ
@
歩
行
者
に
対
し
て

ー
ス
、
自
分
が
「
ヒ
ヤ
ツ
」
と
し
た
@
道
路
で
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
を

体
験
や
「
ド
キ
ツ
」
と
し
た
こ
と
を
、
き
ち
ん
と
歩
い
て
い
る
か
。

家
族
み
ん
な
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
@
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を
渡
っ
て
、

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
道
路
を
一
横
断
し
て
い
る
か
。

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
ゃ
交
通
ル
@
信
号
無
視
を
し
て
い
な
い
か
。

ー
ル
の
大
切
さ
を
中
心
に
、
例
え
ば
@
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
、
ド
ラ
イ
‘
近
道
を
し
て
道
路
を
横
断
し
て
い

パ
!
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
や
お
年
な
い
か
。

寄
り
は
歩
行
者
の
立
場
か
ら
、
何
が
⑧
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て

危
険
な
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
@
夕
方
や
夜
に
乗
る
と
き
は
、
ラ
イ

つ
け
た
ら
い
い
の
か
を
、
呉
体
的
に
ト
を
必
ず
つ
け
て
い
る
か
。

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
@
歩
道
な
ど
に
止
め
て
、
歩
行
者
に

な
地
味
な
努
力
が
、
家
族
の
幸
せ
を
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
。

守
り
ま
す
。
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
@
乗
っ
た
ま
ま
、
犬
の
数
歩
を
し
て

ら
」
と
い
わ
れ
る
理
由
も
、
こ
こ
に
い
な
い
か
。

あ
る
の
で
す
。
家
庭
で
の
話
し
合
い
@
交
差
点
や
曲
が
り
角
で
は
、
徐
行

の
ポ
イ
ン
ト
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
や
一
時
停
止
を
し
て
い
る
か
。

を

話

題

に

し

て

く

だ

さ

い

。

@

ド

ラ

イ

バ

ー

に

対

し

て

⑧
子
ど
も
に
対
し
て
@
車
に
乗
る
と
き
は
シ
!
ト
ベ
ル
ト
、

@
右
左
を
確
認
し
な
い
で
、
道
路
へ
バ
イ
ク
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
必
ず

急
に
飛
び
出
し
て
い
な
い
か
。
着
用
し
て
い
る
か
。

@
止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
や
後
ろ
で
@
同
乗
者
に
も
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を

遊

ん

で

い

な

い

か

。

着

用

さ

せ

て

い

る

か

。

@
道
路
で
ふ
ざ
け
た
り
、
遊
ん
だ
り
@
安
全
な
速
度
と
十
車
間
距
離
を
守
っ

し

て

い

な

い

か

。

て

い

る

か

。

土
一
人
乗
り
や
手
放
し
運
転
な
ど
、
@
無
理
な
進
路
変
更
や
追
い
越
し
を

危
険
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
し
て
し
て
い
な
い
か
。

い

な

い

か

。

@

カ

l
ブ
の
手
前
で
は
、
十
分
に
ス

⑧

保

護

者

に

対

し

て

ピ

l
ド
を
落
と
し
て
い
る
か
。

@
幼
児
の
手
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
@
歩
行
者
や
自
転
車
、
ほ
か
の
専
に

歩

い

て

い

る

か

。

思

い

や

り

を

も

っ

て

運

転

し

て

い

@
子
ど
も
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
な
る
か
。

行
動
を
し
て
い
る
か
。
@
一
時
停
止
や
徐
行
を
、
確
実
に
行

@
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も
に
っ
て
い
る
か
。

信
号
の
見
方
な
ど
の
交
通
ル

i
ル
@
お
沼
を
飲
ん
だ
ら
、
運
転
を
し
な

を

教

え

て

い

る

か

。

い

よ

う

に

し

て

い

る

か

。

⑧
お
年
寄
り
に
対
し
て

f
路
上
駐
車
な
ど
で
、
地
域
の
伎
民

@
外
出
す
る
と
き
は
、
時
間
の
余
裕
(
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
。

を
も
っ
て
家
を
出
て
い
る
か
。
@
車
両
の
点
検
や
繁
備
は
、
行
き
届

@
車
が
近
づ
い
て
い
る
の
に
、
無
理
い
て
い
る
か
。

に
道
路
を
横
断
し
て
い
な
い
か
。
@
万
一
の
事
故
の
と
き
、
と
る
べ
き

@
パ
ス
か
ら
降
り
て
、
す
ぐ
前
や
後
措
震
を
知
っ
て
い
る
か
。

ろ
を
横
断
し
て
い
な
い
か
。
&
@
保
険
な
ど
の
手
続
き
は
大
丈
夫

@
お
滋
を
飲
ん
で
自
転
車
に
乗
っ
た
か
。

大流.1l車@水戸環境舗生組合

環
境
美
化
運
動
を
展
開
し
て
い
る
社

団
法
人
倫
理
研
究
所
大
洗
支
所
(
山
崎

正
所
長
)
で
は
、
去
る
ロ
月
日
日
(
日
)

に
常
陽
明
治
記
念
館
よ
り
茨
交
ホ
テ
ル

ま
で
と
、
和
銅
ケ
l
ヨ
l
D
2前
ま
で

の
間
を
2
班
に
分
け
て
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
、
会
員
、
そ
初

め
、
常
陽
銀
行
大
洗
支
庖
、
関
東
銀
行

大
洗
支
活
、
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

一
般
の
町
民
の
方
な
ど
別
名
が
参
加
。

落
葉
や
空
き
缶
等
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
4

ム
口
分
を
回
収
し
ま
し
た
。

清
掃
活
動
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た

皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♀主

工事

主主♀与会主

大
洗
・
旭
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合
の

粗
大
ご
み
処
理
施
設
が
日
月
幻
日
の
爆

発
事
故
に
よ
り
、
処
理
業
務
が
出
さ
す
、

町
民
の
皆
様
方
に
大
変
ご
不
便
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ロ
月
日
目
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
復
旧
工
事
に
8
千
数
百
万
円
の

巨
額
の
経
費
を
費
や
し
ま
し
た
。

平
常
業
務
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
通
常
の
持
込
み
処
理
作
業
に
は
、

も
う
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
す
。

爆
発
物
は
、
処
理
す
る
人
の
命
や

施
設
に
と
っ
て
、
危
険
で
あ
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
出
き
な
い
よ
う
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
顕
い
し
ま
す
。

ま
た
、
先
日
、
キ
ャ
ン
プ
用
ガ
ス
ボ
ン

ベ
(
写
真
)
が
、
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

主

《
♀L 

t."¥ 

恒
例
の
大
洗
町
近
郊
少
年
柔
道
大
会

が
、
去
る
日
月
詑
日
第
一
中
学
校
格
技

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
健
全
脊
成

と
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
一
史
に
柔
道
の

基
本
的
な
技
術
の
向
上
を
包
的
に
、
毎

年
間
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
で
7
聞
を
数
え
る
大
会
に
は
、

町
と
近
隣
市
町
の
子
供
達
総
数
知
名
が

参
加
、
練
習
の
成
果
を
精
一
杯
発
揮
、

好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
し
た
子
供
達
は
、
大
勢
の
父
兄

の
声
援
を
受
け
、
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

O
幼
年
の
部

優
勝
関
根
涼
平
(
勝
武
舘
)

準
優
勝
井
上
善
章
(
勝
武
館
)

O
小
学
|
年
生
の
部

優
勝
小
沼
大
輝
(
大
洗
少
)

準
優
勝
高
崎
徹
(
大
洗
少
)

O
小
学
2
年
生
の
部

優
勝
井
上
品
大
(
勝
武
舘
)

準
優
勝
清
水
秀
行
(
講
友
館
)

O
小
学
3
年
生
の
部

優
勝
清
宮
支
之
(
勝
武
舘
)

準
優
勝
庄
司
慎
吾
(
昭
道
館
)

O
小
学
4
年
生
の
部

優
勝
飯
田
勇
気
(
昭
道
館
)

準
優
勝
、
氷
弁
薫
(
議
友
館
)

O
小
学
5
年
生
の
部

優
勝
佐
久
間
貴
弘
(
勝
武
館
)

準
優
勝
小
案
弘
(
内
原
町
)

O
小
学
6
年
生
の
部

優
勝
大
塚
一
平
(
昭
道
館
)

準
優
勝
前
野
政
仁
(
大
洗
少
)

O
中
学
i
年
男
子
の
部

優
勝
藤
本
和
将
(
勝
武
館
)

準
優
勝
鈴
木
優
(
講
友
館
)

O
中
学
2
年
男
子
の
部

優
勝
菅
野
秀
一
(
勝
凶
大
島
中
)

準
優
勝
大
里
雪
二
(
大
洗
一
中
)

O
中
学
女
子
の
部

優
勝
樋
口
幸
恵
(
明
光
中
)

準
優
勝
富
潤
多
恵
子
(
講
友
館
)

O
中
学
団
体
の
部

優

勝

大

洗

一

中

準
優
勝
講
友
館

らあお

は
、
一
日
も
早
く
、
大
洗
町
の
当
面

す
る
教
育
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
実
態
を
把
援
し
、
地
域
の
笑
情

を
理
解
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
そ
の
よ
に
立
っ
て
、
学
校
の
、

家
庭
の
、
地
域
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の

持
つ
教
育
的
機
能
を
十
分
に
引
き
出

し
、
は
た
ら
か
せ
て
町
民
の
皆
さ
ん

の
御
希
望
、
御
期
待
に
応
え
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
洗
町
は
、
い
ま
一
大
躍
進
の
機

を
迎
、
え
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
こ

の
町
の
進
展
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の

あ
り
方
が
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

を
関
わ
ず
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
個
性
の
重
視
、
生
涯
学
習
へ
の
移

行
、
変
化
へ
の
対
応
等
、
方
向
を
誤

ら
ず
こ
の
大
き
な
教
育
上
の
課
題
解

決
の
た
め
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
と
御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

就
任
の
ご
め
い
惑
っ
日
付
敏

お

夫

教
育
長

な
こ
こ
大
洗
町
で
、
毎
日
太
平
洋
を

目
の
前
に
し
て
、
潮
風
を
体
い
っ
ぱ

い
に
受
け
な
が
ら
新
し
い
仕
事
が
で

き
る
と
は
、
な
ん
と
不
思
議
な
縁
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
人
生
の
ド
ラ
マ
を

感
じ
ま
す
。

い
ま
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の

教
育
の
課
題
を
考
え
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
御
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
と

き
、
そ
の
職
責
の
重
大
き
を
痛
感
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
前
教
育
長
田
口

先
生
の
永
年
に
わ
た
る
数
々
の
御
功

績
に
思
い
を
い
た
す
と
き
、
こ
の
大

任
に
耐
、
え
る
に
は
余
り
に
も
浅
学
非

オ
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
尊
心
努
力

す
る
所
存
で
す
の
で
、
前
任
者
同
様

の
御
指
導
、
御
鞭
撞
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

き
て
、
仕
事
を
始
め
る
に
当
り
私

こ
の
度
、
十
二
月
九
日
付
け
を
も

ち
ま
し
て
、
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、

前
教
脊
長
田
口
先
生
の
後
任
と
し
て
、

教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

山
田
育
ち
の
私
は
、
少
年
の
頃
海

に
憧
れ
て
、
広
島
県
の
江
田
島
に
あ

り
ま
し
た
海
第
兵
学
校
に
学
び
ま
し

た
。
戦
後
茨
城
県
で
教
育
を
生
涯
の

仕
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。今回
、

こ
の
よ
う
な
事
が
無
い
よ
う
に
、
一

人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
、
ご
み
の

排
出
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

マ
ナ

i
を
{
す
り
、
快
適
な
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま

す。

(5)第253号

は
か
ら
ず
も
海
の
き
れ
い



第253号 (6)

--司司 E国
-
会
参
加
者
大
募
集

「ー
大
洗
凧
あ
げ
大
会

新
年
の
空
に
、
自
分
で
作
っ
た
自
慢

の
凧
を
、
大
空
高
く
舞
い
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
ノ
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

O
日

時

1
月
口
日
(
日
)

(
受
付
)
午
前
8
時
叩
分

(
開
会
)
午
前
9
時

L、

※
午
前
7
時
に
花
火
合
図
(
雨
天
の
場

合
は
、

1
月
出
日
に
順
延
、
ま
た
、

当
日
中
止
の
場
合
は
、
茨
城
放
送
で

午
前
6
時
日
分
に
放
送
し
ま
す
)

O
場
所
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ
内

O
種
目
小
学
生
の
部
(
低
学
年
・

高
学
年
)
中
学
生
の
部
・
高

校
、
一
般
の
部

O
参
加
料
無
料

O
凧
の
規
格
自
由

O
賞
品
等
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、

-
位
か
ら
6
位
、
努
力
賞

豚
汁
サ
ー
ビ
ス

O
主
催
大
洗
凧
あ
げ
大
会
実
行
委

員
会

O
問
い
合
わ
せ
役
場
商
工
観
光
課

宮
町
|
5
I
l
l
-内
線
必

1
月
白
日
(
金
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時

町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

弁
護
士
・
法
務
局
人
権
擁

護
課
職
員
・
町
人
権
擁
護

委
員
水
戸
地
方
法
務
局
・
水
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

。
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

。
日

時

安心を支えるあなたの110番
(110番のしくみ) [茨城県警察本部|

あなたのかけた110番は・-
県内のどこからかけても、水戸市にある茨減県嘗察本部ぬ

通信指令室につながります//

通信指令室では、係員が100番を受けると同時に別な係員

が管轄の警察署又は、事件・事故現場付近に出ているパト

カーや派出所、駐在所の警察官に無線等で指令するしくみ

になっています。

(かけ方のポイント5
①どんな事件(事故)なのか?

どろぼう、変通事故、けんかーなど

⑧どこで発生しているのか?

市町村名と目標となる建物や:Ii:差点など

③いつ、あったのか?

「今です」とか、r5分前位」とか大体の時聞を
④今、それがどうなっているのか?

事件・事故の様子、犯人の特徴(性別、人相、

服装、車のときは車の色・型・ナンバー等)

逃げた方向など

⑤あなた(10番をかけた人)は?
あなたの住所・氏名・連絡先の電話番号など

一一1月1旧は rll0番の日」一一

-
平
成
五
年
大
洗
町
成
人
式
・
・
・

ら

今
春
、
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
洗
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝

福
し
、
平
成
5
年
成
人
式
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
お
揃
い
で
者
下
さ
い
。

o
日
時
平
成
5
年
1
月
日
日

あおお

O
場

所

O
入
場
料

平成5年 1月5日

(
受
付
)
午
前
9
時
却
分

(
式
典
)
午
前
日
時

O
場
所
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

l
ル

※
本
年
の
成
人
式
該
当
者
は
、
昭
和
U

年
4
月
2
日
1
昭
和
川
崎
年
4
月
1
自

の
聞
に
出
生
さ
れ
た
方
で
す
。

~=~型:i:: 自由理
大洗文化センターホール
・主催大海女化セ J ター

日聞いiMRち~'i.~.;;~弘.'

O
場

所

O
相
談
者

O
主

催

ー
地
元
企
業
マ
働

νマ
み
ま
せ
ん
か
/

大
洗
港
の
フ
ェ
リ
ー
増
便
に
伴
う

社
員
募
集
に
つ
い
て

o 0 0 0 
待給資職

遇与格種

> 

国
聞
大
洗
水
墨
画
展

①
会
期

1
月
四
日
開
1
2
月
四
日
附

①
会
場
県
信
大
洗
支
庖

O
主
催
大
洗
水
墨
画
会

O
後
援
大
洗
町
教
育
委
員
会

和
一

喝
凶
圃

Y
nFffi一

!
 

岨
・
・
司
片
/
一

r"-'--_'_'-'_'_'-'_'--_'_'-"・ーーーーー ーーーーーー ーーーーーーー ーーー、

! 各種相談通報用電話 i 
i ・警察総合相談センター 0292(24) 9110 ! 
i ・覚せい剤関係相談 0292(21) 7979 i 
' ・少年の悩み事相談 0292(31) 0900 
i・ふれあい電話 0292(21) 1699 1 
i・極左関係情報 0292(32) 0110 1 
i・悪質商法相談 0292(27) 7379 ! 

親
子
ス
キ
ー
ツ
戸
ー

の
お
知
ら
せ

船
大
洗
青
年
会
議
所
で
は
、
親
と
子

の
ス
キ
|
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

O
期

日

2

月
H
日
(
日
)

O
場
所
リ
ス
テ
ル
猪
首
代

0
時

間

4
時
集
合

4
時
ぬ
分
出
発

O
募
集
人
員
先
着
1
3
0
名

O
参
加
資
格
大
洗
町
・
水
戸
市
常
澄

地
区
・
旭
村
に
居
住
の
方

O
参
加
費
大
人
9
、
0
0
0
円

小
人

6
、
0
0
0
円

(
昼
・
夕
食
・
休
憩
代
・
保
険
料
を
含
む
)

O
申
込
期
間

1
月
四
日
1
羽
田

O
申
込
場
所
大
洗
町
桧
山
和
彦

(
水
戸
屋
)
宮
町
l
5
1
7
2

関
根
孝
明
(
南
部
屋
建
築
)
宮
町
1
3
1
1
3

な
お
、
貸
ス
キ
l
、
ウ
ェ
ア
l
、
そ
の

他
用
具
は
、

予
約
で
用
意

で
き
ま
す
。

当
日
、
ス

キ
l
教
室
や

ソ
リ
大
会
を

行
い
ま
す
。

会大洗文化センタ一行事予定表 (1/7--31)
町の人口と世帯(H4.12.10現在)

( 12月|日現在)

入場方法

関係者

催主開催場所円句

宅".内事催開始時間日催開

転入39人

出生13人

転出63人

「
赤
す
き
ん
と
い
じ
わ
る
狼
」
公
演
の
お
知
ら
せ

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
主
事
業
大
人
・
子
供
(
3
歳
以
上
)
同
一
料
金

と
し
て
、
ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

O
前
売
券
発
売
所

「
赤
ず
き
ん
と
い
じ
わ
る
狼
」
の
公
演

B
O
O
K
Q、
マ
ミ

!
?
lト
き
か
げ

を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ん
、
坂
本
文
具
后
、

川
西
商
底
、
マ
ミ

O
日
時
2
月
幻
日
(
土

)

1

7

1

ト
し
ま
ち
ゅ
う
、
町
文
化
セ
ン

午
後
2
時
間
演
(
自
由
席
)
タ
|
(町
民
会
館
)
、
花
菱
楽
器
(
那
珂

町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
1
ル
湊
市
)
、
あ
か
と
ん
ぽ
(
鉾
田
町
)
で
発

前
売
券

7
0
0
円
売
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

当
日
券

1
、
0
0
0
円
に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

フ
ェ
リ
ー
関
連
業
務
社
員

四
歳

i
m
歳
位
ま
で
の
健
康
な
男
子

当
社
規
定
に
よ
る

各
種
社
会
保
険
完
備
・
傷
害
保
険
加
入
・
退
職
年
金
制

度
有

O
勤

務

時

間

午

後

4
時
却
分

1
午
前
l
時

O
休

日

日

曜

日

・

祝

日

・

そ

の

他

月

2
日
の
指
定
休
日
(
年
間

凶
日
)
夏
季
・
年
末
年
始
・
有
給
休
暇
有

O
そ
の
他
委
細
菌
談
の
上
決
定

O
応
募
期
間

1
月
初
日
(
土
)
ま
で

O
応
募
先
大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル
側
へ
官
邸
1
3
3
2
5
電
話
連
絡
の

上
、
履
歴
書
持
参
で
ご
来
社
下
さ
い
。

人口20，939人(-24) 

男 10，364人(ー11)

女 10，575人(ー13)

関係者

関係者

関係者

大洗町消防本部

運転免許更新時講習会

930 - I成 人 式|ホール|大洗町教育委員会

;霊1113こ|三笠優子歌謡ショー|ホール|青歪J41品主主吾
※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-ft66-2442へお問い合わせ下さい。

コールさざなみ

水戸地区交通安全協会

ホール

中会議室

大会議室

消防団出初式

ス練習フコ

9 : 30-

10: 00-
19: 00 -

9 : 00-

1月7日(木)

8 22 24 31日
ωω(日)'(日)

1月13日(水)

1月15日(金)

死亡13人世帯数6，373戸(+3) 料有1月17日 (日)

保健センター

だより

新町 7区の 2

石井 競ちゃん

( 9ヶ月)

2 2 2 1 l 1 1 1 1 1 1 月
/ / / / / / / / / / / / 
住谷5休)4 開 l在的29。'm7ω26 附21ω19 側14開)11附 7健)日
基本 基本

母 生 生 母 母 母 母 母 手L
活 活 子 子 子 子 事

健 健診 子
習 習

保 保 保 保 子
児

診 慣 慣
業

事後 事後 相 善指改
善指導改

健 健 健 健 相 健

指導 指導
教 教 教 教 名

談 導 室 室 室 室 談 吾院gへp 

査昨 査昨 母 査昨 査昨 妊 妊 妊 妊 母 生生

受診年12 
受年 性 受年 受年 娠 娠 娠 娠 性 後後
診12 及 診12診12 6 6 6 6 及 6 2 

立サ者月 者月 v' 者月 者月 カ カ カ カ び カカ
でに て'に 手Lでに でに 月 月 月 月 手L 月月

常異笑施 常異実施
幼
常異施実 常異笑施

幼 I I 

相児
8 8 8 8 児 7 3 

象
のし のし のし のし カ カ カ カ σ〉 カカ
あた あた 談 あた あた 月 月 月 月 相 月月
つ基 つ基 者 つ基 つ基 σ〉 σ〉 (1) σ〉 談 のの
た本 た本 た本 た本

初産 初産 初産 初産
者 手L手L

名
方康健 方健康 方健康 方康健 児児

の σ〉 (1) (1) 
圭II~会P 診 w; 、 診方 方 方 方

9 9 9 l l 1 10 l 10 9 1 
~ 11時 11時 11時 2時 2時 3時 3時 3時 11時 11時 2時

時00時00時00時00時00時30時00時30時00時00時00
付

30分 30分 00分 00分 00分 00分 00分 00分 30分 00分 00分 時

分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分
問

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練

(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
1
月
8
日
幽

0
1
月
日
目
別

0
1
月
初
日
開

0
1
月
初
日
幽

0
2
月
5
日
幽

0
2
月
9
日

ω

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
1
月
ロ
日
附
専
門
療
法
士
指
導

0
1
月
勾
日
幽
整
形
外
科
医
診
察

0
2
月
2
日
附
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能
回

復
訓
練
を
必
要
と
す
る
方

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

!
な
る
ほ
ど
⑨
ザ
⑨
健
康

皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
感
染
経
路
(
ど
の
よ
う
に
う
つ
る
の
か
)

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
の
で
自
分
自

今
年
初
の
な
る
ほ
ど
ザ
は
、
皆
さ
ん
身
で
十
分
予
防
は
で
き
ま
す
。

に
ぜ
ひ
知
っ
て
頂
き
た
い
、
正
し
く
理
そ
れ
で
は
、
エ
イ
ズ
は
ど
の
よ
う
に

解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
ま
う
つ
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
エ
イ
ズ

し
て
、
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
」
ウ
ィ
ル
ス
を
も
っ
て
い
る
人
の
血
液
ゃ

そ
う
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
で
す
。
精
液
又
は
、
腫
分
泌
液
が
傷
つ
い
た
皮

ま
ず
、
エ
イ
ズ
と
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
膚
や
粘
膜
に
つ
く
こ
と
に
よ
り
感
染
す

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
通
常

感
染
症
の
こ
と
で
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
の
日
常
生
活
の
中
で
は
(
例
え
ば
、
咳
、

私
た
ち
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
で
く
し
ゃ
み
、
握
手
、
お
風
呂
、
ト
イ
レ
、

あ
る
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
こ
わ
し
プ

l
ル
、
食
器
、
食
べ
物
、
つ
り
革
な

て
し
ま
い
ま
十
九
で
す
か
ら
、
健
康
な
時
ど
)
全
く
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
気
を

に
は
何
で
も
な
い
は
ず
の
世
の
中
に
ウ
ヨ
つ
け
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
性
的
接
触

ウ
ヨ
い
る
カ
ビ
や
細
菌
や
他
の
ウ
ィ
ル
と
血
液
を
通
し
て
の
こ
つ
で
す
。
血
液

ス
が
、
体
に
入
っ
た
時
に
抵
抗
力
が
な
も
現
在
治
療
に
用
い
ら
れ
る
物
は
、
す

い
の
で
そ
れ
ら
が
ど
ん
ど
ん
増
え
つ
づ
べ
て
加
熱
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
心
配

け
重
い
肺
炎
ゃ
あ
る
穫
の
が
ん
に
か
か
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
な
の
は
、
麻
薬
な

り
生
命
に
か
か
わ
る
と
い
う
訳
で
す
。
ど
の
薬
物
に
使
用
す
る
注
射
器
の
共
用

と
恐
ろ
し
き
ば
か
り
強
調
し
て
し
ま
に
よ
り
血
液
を
介
し
て
感
染
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
実
際
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

カ
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
〔
次
号
へ
続
き
ま
す
。
〕


